
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジョン指標 当初値 現状値 
目標値 

（R7） 
目標値 
（R12） 

核兵器廃絶に向けた国際的な 

合意形成 

合意形成方策
の検討 

合意形成に向

けた働きかけの

開始 

多国間枠組み

を構築すること

に，国連加盟国

の過半数が賛

同 

多国間枠組み

に核兵器国を

含む全ての国が

参加 

主な取組 

● 核兵器廃絶に向けた新たな政策づくりと

多国間枠組みの形成 

 「国際平和のための対話イベント」 

の開催［R3.8］ 

 「ひろしまラウンドテーブル」の開催［R3.12］ 

 「ひろしまレポート」の作成 

● 平和の取組への賛同者の拡大と世界への働きかけ 

 国連の次期開発目標に核兵器廃絶が位

置付けられることを市民社会から働きか

けるグループ設立準備 

 「未来へのおりづるキャンペーン」の実施 

[R3.7～8] 

● 広島が有する経験や資源を生かした復興・平和構築 

 「グローバル未来塾 in ひろしま」の実施 

 「広島-ＩＣＡＮアカデミー」の実施 

 

● 持続可能な平和推進メカニズムの構築 

 世界平和経済人会議ひろしまの開催［R3.9］ 

 へいわ創造機構ひろしま（HOPe） 

の設置 ［R3.4］ 

 国際平和拠点ひろしま構想推進計画 

の策定 ［R４.3］ 

○ 核兵器の存在を前提としない，新たな安全保障政策に基づく多国間枠組みに，核兵器国を含む

全ての国の合意，参加を得て，核兵器廃絶の実現に向けた具体的な道筋が明らかになっていま

す。 

○ 広島で平和を学んだ将来を担う若い世代が，戦争で傷ついた地域の復興を支える取組に参画す

るなど，様々な形で平和を希求する活動に持続的に関わることで，世界中に共感の輪が広がり，国

際社会に影響を与え，安心して暮らせる平和な世界の実現に貢献しています。 

○ 賛同者の拡大に伴い，平和に関する人材，知識・情報，資金などの資源が，国内外から，広島へ

持続的に集積され，広島が，平和に関する諸課題を解決に導く国際平和拠点として世界中から認

知され，平和への期待が集う場所としての役割を発揮しています。 

目指す姿（10 年後） 

平 和 
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① 核兵器廃絶に向けた新たな政策づくりと多国間枠組みの形成 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 世界的な平和研究機関と連携した核軍縮研究国際ネットワーク会議の研究・議論を深化させ，核抑止に

替わる新たな安全保障政策づくりを進めます。  

○ 核兵器廃絶に向けた国際的な合意形成を目指し，国連やＮＰＴ運用検討会議などの場を通じて，新たな

安全保障政策について各国の賛同を得るための働きかけを行います。 

 
 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

新たな政策に係る記事

や論文等がメディアや研

究者等から発信された

数 

目標 4 本 6 本 20 本 50 本 100 本 

実績 12 本     

 

【評価と課題】 
○ 新たな委託先研究機関や著者自身による発信の増加，それに伴う紹介記事の増加により，目標を上回る 

実績となった。 
○ 新型コロナの影響で，ＮＰＴ運用検討会議が延期されるなど，直接の働きかけができない状況であるが，今

後，会議が開催される際には，様々な主体と連携して働きかけを行うことが必要である。 
○ また，国連の次期開発目標に核兵器廃絶が盛り込まれることを目指し，政府関係者を通じた働きかけに

向けた取組を進める必要がある。 

 

【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・376 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 核抑止に替わる新たな安全保障政策について，令和３年度に策定した研究計画に基づき，連携協定を締

結している世界的研究機関との共同研究や議論を通じて，成果を取りまとめる。 

○ 国連等と連携し，核兵器廃絶に向けた国際的な合意形成を目指す多国間枠組みの形成を図るため，ＮＰ

Ｔ運用検討会議等での働きかけを行うほか，国際交渉に直接関与する各国政府関係者で構成する「フレン

ズ会合」の設置準備を行う。 
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② 平和の取組への賛同者の拡大と世界への働きかけ 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○  核兵器問題について活動している世界中のグループやプロジェクトとのネットワーク化に取り組むとともに，

世界中の志ある若い世代が，核兵器廃絶に向けた活動の中心を担うことが出来るよう次世代人材を育成し

ます。 

○ 核兵器のない平和な世界の実現に向け，多様な主体と連携し，核兵器廃絶が国際的な合意となるよう， 

ＮＰＴやポストＳＤＧｓ等の様々なプロセスにおいて，国際社会への働きかけの強化に取り組みます。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

国連等で意見表明する

資格を有するＮＧＯ等と

連携した数（累計） 

目標 2 団体 5 団体 10 団体 15 団体 20 団体 

実績 2 団体     

 

【評価と課題】 
○ 国際的に影響力のあるＮＧＯや団体と連携し，人材育成講座や賛同者拡大のためＳＮＳを活用した「未来

へのおりづるキャンペーン」を実施した。 
○ また，国連の次期開発目標に核兵器廃絶が盛り込まれるよう市民社会側から働きかけを行うグループの

基盤づくりを行った。 
○ 今後は，市民社会側から働きかけを行うグループへ参加する団体・個人を拡大し，問題提起やキャンペー

ン実施など，具体的な取組を行うことが必要である。 

 

【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・376 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 市民社会側から働きかけを行うグループを本格的に稼働させ，国連や各国政府への働きかけ強化のた

め，多様な主体とのネットワーク化を図り，国連ハイレベル政治フォーラムや核兵器禁止条約締約国会議な

ど国際会議での問題提起や賛同者拡大キャンペーン等を実施する。 
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③ 広島が有する経験や資源を生かした復興・平和構築 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 国際的な人材育成機関や県内の教育機関と連携し，広島の復興・平和構築の知見を学び紛争終結国や

開発途上国の発展に貢献できる人材の育成に取り組みます。 

○ 被爆者治療の実績や放射線障害に関する調査研究の成果を活かし，国内外の医師を対象とした研修等

を実施します。（放射線被曝者医療国際協力推進協議会） 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

県が提供するプログラム

等により，被爆，復興の

歴史や被ばく者医療な

どについて学んだ人数 

目標 13,000 人 14,000 人 16,000 人 18,000 人 20,000 人 

実績 13,199 人     

 

【評価と課題】 
○ 「グローバル未来塾 in ひろしま」等の人材育成事業のほか，オンライン平和講座や研修・会議などでの教

材の活用，パネル展の開催などにより目標値を上回った。 
○ 新型コロナのまん延により，受入研修・医師等派遣は中止となったものの，韓国の医師等を対象としたオン

ライン講演会，県民市民対象講演会及び高校生を対象とした出前講座を実施した。 
○ 新型コロナの影響が続いているが，オンラインも活用しながら，継続的に取組を行う必要がある。 

 

【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・376 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 引き続き，「グローバル未来塾 in ひろしま」や「広島-ICAN アカデミー」等を実施するとともに，オンライン平

和講座をはじめ，研修・会議などのオンライン公開等により，広島の被爆・復興について深く理解し，グローバ

ルに活躍し，平和貢献できる人材の育成に取り組む。 

○ 引き続き，医師等の受入，派遣，一般対象講演会，高校出前講座等の事業により，世界各地で活躍する

放射線被ばく医療や放射線人材育成を図り，国際貢献を行うとともに，被ばく者医療について県民の理解を

深める。 
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④ 持続可能な平和推進メカニズムの構築 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 核兵器廃絶に向けた世界的な行動を推進するため，経済界を始めとした様々な主体が参画するプラットフ

ォームの構築や情報発信機能の充実に取り組みます。 

○ 平和に関する資源の集積機能や研究機能等を備えたセンター機能を確立し，核兵器のない平和な世界

の実現に具体的に貢献するための基盤を整備します。 

  
 

ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

国際平和拠点ひろし

まのウェブサイトの会

員数及びＳＮＳ等の登

録者数やアクション数

の月間の平均値   

目標 12,000 件 17,000 件 22,000 件 27,000 件 32,000 件 

実績 9,819 件     

プラットフォームに参

加する企業・団体等

の数（累計） 

目標 50 団体 100 団体 200 団体 500 団体 1,000 団体 

実績 １団体     

 

【評価と課題】 
○ プラットフォームの本格稼働前であったことから，参加団体としては１団体だが，同団体への参加者は 365

名で，様々な主体の参加を得ることができた。今後，プラットフォーム設立を周知し，参加団体数を増やすこ
とが必要である。 

○ ＷＥＢサイトについては，新型コロナの影響で核兵器廃絶に関する主要な国際会議の延期や中止が相次
ぎ，その結果，関係する事業も中止や延期となり，注目を集める情報の掲載が予定より減ったため，目標数
値を達成することが困難となった。 

○ 今後，国際会議開催などの注目が集まるイベントにあわせた発信を行うなど，引き続き，積極的な情報発
信が必要である。 

 

【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・376 ページ 

【令和４年度の取組】 

○ 多様な主体の参画を促すプラットフォームを本格稼働させ，企業・団体等への参加を呼び掛けるとともに，

世界平和経済人会議の開催やＷＥＢサイトによる効果的な情報発信を通じた賛同者拡大を図る。 
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